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委員会主義か本会議主義か
～ 通年会期制も協議 ～
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委員会主義か本会議主義か
～ 通年会期制も協議 ～

　議会では、 次の改選時に議員定数を４人削減し14人とすることを決め、議会運営をスムーズに
移行させるための仕組みづくりを調査研究しています。全国的にも町村議会議員定数は減り続
け、それに応じた議会改革が進められています。

　その１つとして「委員会主義」を堅持するか「本会議主義」に変革するかであります。
　「委員会主義」とは議員を２つ以上の委員会に分け、少人数で専門的に審議するもの。

　「本会議主義」とは､委員会を廃止し、議員全員で全てを審議するもの。

　当議会は、現在３つの委員会で審議する「委員会主義」をとっています。

　２つ目は「通年会期制」を導入するかどうかです。
　「通年会期制」とは議会の会期を１年間とし、その間何回でも本会議を開くことができるもの
です。現在は年４回（３・６・９・12月）の定例会と、緊急に行う臨時会を行っていますが、複
雑多様化する行政事務に伴い、臨時会を多く開会している状況があります。「通年会期制」にす
ることで、町民のためになることを素早く審議し行えるようになります。（平成28年は臨時議会
も含めて９回の本会議を開催）
　今回これらのことを研究するため、滋賀県竜王町と徳島県勝浦町の両議会を視察しました。

　この視察で、少人数議会がその役割を十分に発揮するため全員で考え努力していることを学
び、私たちも町民に信頼され、必要とされる議会をさらに目指さなければと痛感しました。

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　み
な
さ
ま
に
は
、
健
康
で
希
望
に
満
ち
た
初
春
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
中
は
、
皆
様
方
の
ご
支
援
に
よ
り
、
議
会
活
動
に
精
励

し
、
各
種
の
福
祉
対
策
、
地
域
の
振
興
、
町
政
の
向
上
・
充
実

に
力
を
尽
く
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
し

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　内
外
の
政
治
、
経
済
、
社
会
情
勢
は
、
ま
こ
と
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
大
き
な
変
革
の
時
期
に
遭
遇
し
て
お
り
ま
す
。
少

子
高
齢
化
、
情
報
化
の
進
行
等
、
未
だ
か
っ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
新
た
な
事
態
に
日
々
直
面
し
、
ま
さ
に
、
行
政
の
真
価

が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
で
あ
り
ま
す
。

　私
た
ち
、
永
平
寺
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
「
開
か
れ
た

議
会
」
「
行
動
す
る
議
会
」
「
提
案
す
る
議
会
」
の
３
本
柱
を

礎
に
、
町
民
の
代
表
と
し
て
、
そ
の
職
責
、
職
務
を
遂
行
す
る

た
め
、
議
会
活
動
を
、
果
た
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
が
永
平
寺
町
を
誇
り
と
し
、
永
平
寺
町
に
住
む

喜
び
を
噛
み
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
〝
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
〞
の
実
現
を
目
指
し
て
、
懸
命
に
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
声
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
あ
わ
せ
て
本
年
が
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

齋

　藤

　則

　男

永
平
寺
町
議
会
議
長

　議会では平成27年および28年度上半期における実績324事業の内下記の15事業を抽出し、29年度予算に反
映させるための事務事業評価を行いました。
　評価方法は妥当性、効率性、有効性の項目および総合評価をＡ～Ｄの４段階で評価し、次年度の方向性を事
業規範、予算面で意見するものです。行政から提出された「事務事業評
価シート」の「特定健康診査事業費」「永寿苑施設管理諸経費」「子育
てネットワークづくり事業」についての総合評価はＡで「計画通り事業
を進めることが適当」であるとしたが、各議員が審査した議会の総合評
価ではＢとなり「改善が必要」とした。これらを「議会の評価意見書」
として、３月定例会に「予算反映等改善書」で求めるものです。

事務事業評価
意見書を提出

議会評価意見　15事業

人口12,000人で定数12人。２つの委員会（委員数６
人）を中心に審議しています。議員は所属外の委員会に
も“傍聴”という形で参加でき、積極的に意見を述べる
ことができる仕組みを作っていました。

滋賀県竜王町

人口5,000人で定数10人。本会議を中心に全員で審議
しています。３回の“読会制”により、議案説明および
質疑、総括質疑、討論・採択と３段階に分ける仕組みを
作っていました。また「通年会期制」を導入し、町民に
開かれた議会を目指していました。

徳島県勝浦町

平成
29年度当初予算に反映を
　議会では平成27年および28年度上半期における実績324事業の内下記の15事業を抽出し、29年度予算に反
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　議会では平成27年および28年度上半期における実績324事業の内下記の15事業を抽出し、29年度予算に反

事務事業評価事務事業評価
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　議会では平成27年および28年度上半期における実績324事業の内下記の15事業を抽出し、29年度予算に反

ををををををを！！！！！

◆特定健康診査事業費
　受診促進のため、がん検診との併設や集団検診のみならず、個別健診の方
向性も方策である。受診率向上のためには、対象者の意識改善が必要なた
め、受診啓蒙や勧奨のみならず、集落や地区単位での健康に関する意識を変
える取り組みや、保健師を中心とした町全体の活動（運動）が必要。

◆永寿苑施設管理諸経費
　総合評価“Ｂ”はさらなる利用者増へ向けた施策が必要。利用者増のため
の施策が必要であり、地区をまたいでの活用方法の検討も行う。

◆子育てネットワークづくり事業
　地域によって開催日数に差がないように考慮すべき。登録率が65％にとど
まっていることは、大きな課題である。町内のすべての幼児の状況把握のた
めに、行政が積極的にかかわるべき。

◆地域コミュニティバス運行事業
◆えちぜん鉄道利用推進事業
◆庁内ネットワーク事業
◆永平寺町住まいる定住応援事業
◆地籍調査事業
◆中山間地域総合整備事業
◆水産振興諸経費
◆観光まちなみ魅力アップ事業
◆一般道路改良事業
◆松岡公園維持管理諸経費
◆特別支援教育支援員配置事業
◆消防本部車両整備維持事業

議会行財政改革特別委員会　委員長　滝波登喜男
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平成28年 第７回臨時会報告平成28年 第７回臨時会報告 議長　齋藤　則男
　平成28年第７回永平寺町議会臨時会は、11月４日に開催されました。
　審議された内容は、次のとおりです。

議案第43号 平成27年度一般会計及び特別会計の決算認定 認　定 

議案第44号 平成27年度上水道事業会計の資本剰余金処分及び決算認定 認　定 

第７回臨時会議案

平成28年 第９回臨時会報告平成28年 第９回臨時会報告 議長　齋藤　則男
　平成28年第９回永平寺町議会臨時会は、12月20日に開催されました。
　審議された内容は、次のとおりです。

議案第59号 平成28年度一般会計補正予算 可　決
議案第60号 永平寺町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例の制定 可　決

第９回臨時会議案

平成28年 第８回定例会報告平成28年 第８回定例会報告 議長　齋藤　則男
　平成28年第８回永平寺町議会定例会は、11月25日（金）から12月14日（水）まで20日間開催されました。
　審議された内容は、次のとおりです。

議案第51号 平成28年度一般会計補正予算 可　決 

議案第52号 平成28年度国民健康保険事業特別会計補正予算 可　決

議案第53号 平成28年度介護保険特別会計補正予算 可　決

議案第54号 平成28年度下水道事業特別会計補正予算 可　決

議案第55号 平成28年度農業集落排水事業特別会計補正予算 可　決

議案第56号 平成28年度上水道事業会計補正予算 可　決

議案第57号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定 可　決

議案第58号 防災行政無線整備工事の請負変更契約締結 可　決

第８回定例会議案

委員長　伊藤　博夫予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

【主な項目】

古民家周辺整備及び設置備品古民家周辺整備及び設置備品古民家周辺整備及び設置備品
（宿泊可能なセミナー・ゲストハウス周辺施設の整備と必要な備品）

議案第51号「平成28年度一般会計補正予算」から議案第56号までの６件は当委員会に付託され質疑応答後、
慎重に審議し採決を行った。全議案全員賛成にて可決した。主な内容は次の通りです。

（国庫支出金3,747万円）

（県支出金156万円）

（国庫支出金1,955万円）

委員長　伊藤　博夫

議案第51号「平成28年度一般会計補正予算」から議案第56号までの６件は当委員会に付託され質疑応答後、
慎重に審議し採決を行った。全議案全員賛成にて可決した。主な内容は次の通りです。

特別会計他補正予算

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
総
合
政
策
課

問

　ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
図
面
等
を

　示
し
て
ほ
し
い
。
２
千
７
百
万

　円
程
か
か
る
と
の
こ
と
だ
が
今

　後
の
構
想
は
。

答

　現
在
概
略
図
が
あ
る
の
で
全

　員
協
議
会
に
て
示
す
。

◆
福
祉
保
健
課

問

　や
す
ら
ぎ
の
郷
の
漏
水
に
関

　し
て
早
く
気
付
く
べ
き
だ
っ
た

　の
で
は
。

答

　使
用
料
の
通
知
で
漏
水
が
分

　か
っ
た
が
、
漏
水
箇
所
の
確
認

　に
時
間
を
要
し
た
。

◆
建
設
課

問

　今
回
の
橋
梁
長
寿
命
化
計
画

　に
樋
爪
の
歩
道
橋
は
入
っ
て
い

　る
の
か
。

答

　計
画
に
含
ま
れ
て
お
り
今
年

　度
に
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。

◆
学
校
教
育
課

問

　松
岡
小
学
校
南
校
舎
の
件

　で
、
今
ま
で
見
過
ご
し
て
き
た

　理
由
は
。

答

　以
前
か
ら
要
望
は
あ
っ
た

　が
、
規
模
が
大
き
く
建
て
替
え

　も
考
え
ら
れ
た
た
め
時
間
が
経

　過
し
た
。
合
併
特
例
債
を
活
用

　し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問

　大
規
模
改
修
の
範
囲
、
施
工

　時
期
と
今
後
の
計
画
は
。

答

　範
囲
は
１
階
か
ら
屋
上
ま
で

　計
画
し
て
お
り
、
１
階
は
床
面

　と
建
具
等
の
改
修
で
仮
教
室
へ

　移
動
後
実
施
す
る
。
２
、
３
階

　は
建
具
等
を
改
修
す
る
。
工
期

　は
29
年
度
末
を
見
込
ん
で
い
る
。

平
成
28
年
度

　
特
別
会
計
補
正
予
算

問

　介
護
保
険
の
要
介
護
支
援
の

　状
況
は
。

答

　要
支
援
者
の
割
合
は
減
少
し

　て
い
る
が
、
介
護
認
定
３
、

　４
、
５
の
割
合
は
増
加
し
て
い

　る
。
要
介
護
認
定
全
体
と
し
て

　は
、
高
齢
化
、
重
度
化
が
進
ん

　で
い
る
。

問

　下
水
道
事
業
会
計
の
繰
越
金

　の
額
が
大
き
い
が
、基
準
等
は
。

答

　一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

　を
年
４
回
に
分
け
て
実
施
し
て

　い
る
が
、
回
数
を
増
や
し
繰
越

　金
の
額
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ

　う
に
し
た
い
。

主
な
質
疑
応
答

予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

議案第51号「平成28年度一般会計補正予算」から議案第56号までの６件は当委員会に付託され質疑応答後、
慎重に審議し採決を行った。全議案全員賛成にて可決した。主な内容は次の通りです。

予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

議案第51号「平成28年度一般会計補正予算」から議案第56号までの６件は当委員会に付託され質疑応答後、
慎重に審議し採決を行った。全議案全員賛成にて可決した。主な内容は次の通りです。

特別会計他補正予算6,257一般会計12月補正予算 57 万
円
万
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円
万
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万万万万万
円円円円5,484

万
円
万
円

国庫支出金3,747万円）

万
円
万
円

県支出金156万円）

万
円
万
円

国庫支出金1,955万円）

万
円
万
円

万
円
万
円

5,484
一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告

第９回臨時会が開催され議案第59号「平成28年度一般会計補正予算」を慎
重に審議し採決を行った結果、議員全員賛成にて可決した。

一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告一般会計補正予算審査報告
第９回臨時会が開催され議案第59号「平成28年度一般会計補正予算」を慎
重に審議し採決を行った結果、議員全員賛成にて可決した。

一般会計
12月補正予算

万万万万万
円円円円円715715やすらぎの郷施設管理諸経費やすらぎの郷施設管理諸経費やすらぎの郷施設管理諸経費やすらぎの郷施設管理諸経費

保育園施設管理諸経費保育園施設管理諸経費保育園施設管理諸経費

上志比支所経費上志比支所経費上志比支所経費

臨時福祉給付金及びシステム改修委託料臨時福祉給付金及びシステム改修委託料臨時福祉給付金及びシステム改修委託料
（消費税率引き上げの延期に伴い、社会全体の所得の底上げに寄与するため、低所得者の安心感を確保するため2年半分を支給）

子ども医療費扶助子ども医療費扶助子ども医療費扶助
（子ども医療費の助成件数及び助成金額が増加し不足が見込まれるため）

町営住宅改修工事管理業務委託料及び改修費町営住宅改修工事管理業務委託料及び改修費町営住宅改修工事管理業務委託料及び改修費
（松原団地Ｂ棟改修工事（外壁・防水）と工事管理業務費）社会資本整備総合交付金

松岡小学校施設改修設計委託料松岡小学校施設改修設計委託料松岡小学校施設改修設計委託料
（松岡小学校南校舎棟の改修工事を実施するための設計業務委託料）

県支出金156万円県支出金156万円

万万万万万
円円円円円516516

主な質疑応答　◆上志比支所
問　現在永平寺町内において、各地区の火葬場は
　ほとんど使用せず近隣の市で火葬しているのが
　現状ではないか、この２地域は合併以前の約定
　書により現在も継続しているようだが、他地区

　との均等がとれていないのでは。
答　牧福島地区については昨年協議し平成32年度
　末での終了で合意しました。また栗住波地区に
　ついては現在交渉中です。

（国庫支出金3,747万円国庫支出金3,747万円

万万万万万
円円円円円4,3724,372

（国庫支出金1,955万円国庫支出金1,955万円

万万万万万
円円円円円3,9093,909
万万万万万
円円円円円698698

やすらぎの郷施設管理諸経費やすらぎの郷施設管理諸経費やすらぎの郷施設管理諸経費やすらぎの郷施設管理諸経費やすらぎの郷施設管理諸経費やすらぎの郷施設管理諸経費やすらぎの郷施設管理諸経費
135135 万

円
万
円

2424
4545
6666

万
円
万
円

45454545 万
円
万
円

万
円
万
円

（水洗小便所使用不能のためプッシュボタン式便器に取り換え）

（よしの園で新たに0歳児保育を実施するため未満児用トイレを設置）

（牧福島、栗住波地区の葬祭費補助金が当初予算より増加したため補正）



7

一般質問

6

常 任 委 員 会 報 告常 任 委 員 会 報 告

　本
委
員
会
は
12
月
12
日
に
全
委
員
出
席
の

も
と
開
催
し
、
委
員
会
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

問

　宅
地
開
発
推
進
事
業
に
お
け
る
上
志
比

地
区
宅
地
造
成
計
画
は
。

総
合
政
策
課
長

　12
月
26
日
に
調
査
設
計
を

発
注
す
る
。
音
、
ホ
コ
リ
等
に
よ
る
影
響
を

抑
え
る
た
め
に
造
成
地
東
側
に
緑
地
帯
と
公

園
を
整
備
す
る
。
概
算
事
業
費
は
６
７
０
０

万
円
、
９
区
画
の
予
定
。

問

　各
団
体
へ
の
補
助
金
等
が
適
正
に
有
効

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課

　商
工
会
振
興
諸
経
費
等
、
補

助
金
は
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
。

農
林
課

　各
団
体
へ
の
補
助
金
等
も
経
営
所

得
安
定
の
推
進
事
業
も
適
正
に
有
効
活
用
さ

れ
て
い
る
。

建
設
課

　河
川
地
域
の
各
自
治
体
で
の
整
備

事
業
補
助
金
等
な
ど
も
適
切
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。

6

永
平
寺
町一般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
を
可
決

宅
地
開
発
推
進
事
業
に
お
け
る

　
　
　

  

上
志
比
地
区
宅
地
造
成
計
画
の
現
状

　本
委
員
会
は
12
月
９
日
（
金
）
に

全
委
員
出
席
の
も
と
開
催
し
、
総
務

関
係
の
今
議
会
に
提
案
付
託
さ
れ
た

案
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
。

議
案
第
57
号

　永
平
寺
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　本
案
の
条
例
制
定
は
、
本
年
８
月

の
人
事
院
勧
告
を
受
け
、
本
町
の
一

般
職
及
び
特
別
職
の
給
与
に
つ
い
て

改
正
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
準
拠

す
る
軽
微
な
部
分
に
つ
い
て
、
併
せ

て
改
正
を
行
う
も
の
。
軽
微
な
部
分

の
改
正
と
し
て
、
職
員
派
遣
に
関
す

る
条
文
中
の
、
寒
冷
地
手
当
（
平
成

26
年
度
廃
止
）
の
文
言
が
現
在
残
っ

て
い
る
の
で
、
削
除
を
行
う
内
容
の

改
正
条
例
の
制
定
。

《
主
な
意
見
》

　県
内
で
、
寒
冷
地
手
当
支
給
の

市
・
町
は
大
野
市
・
勝
山
市
・
池
田

町
　採
決
の
結
果
、
委
員
全
員
賛
成
に

よ
り
可
決

陳
情
第
３
号

　県
民
の
利
便
性
を
最
優
先
に
、
特

急
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
「
し
ら
さ

ぎ
」
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
の
採

択
に
つ
い
て

　本
意
見
書
の
内
容
は
、
新
幹
線
敦

賀
開
業
と
同
時
に
新
幹
線
大
阪
延
伸

ま
で
の
間
、
新
幹
線
敦
賀
駅
か
ら
在

来
線
に
乗
り
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
県
民
が
、
新
幹
線
を
利
用
し
て

敦
賀
駅
で
乗
り
換
え
、
関
西
・
中
京

方
面
へ
行
く
場
合
、
利
用
客
の
不
便

差
を
解
消
す
る
た
め
、
現
行
の
、
特

急
「
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
」
「
し
ら
さ

ぎ
」
を
存
続
さ
せ
る
意
見
書
内
容
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

　委
員
会
の
意
見
で
は
、
北
陸
新
幹

線
の
延
伸
開
業
事
業
を
最
優
先
課
題

と
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
現

時
点
で
ル
ー
ト
が
決
定
さ
れ
て
な

く
、
鉄
道
利
用
者
の
た
め
存
続
を
求

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

ら
の
課
題
に
伴
う
市
・
町
の
負
担
な

ど
附
随
す
る
課
題
も
見
え
て
い
な
い

現
状
を
踏
ま
え
、
総
務
常
任
委
員
会

に
お
い
て
採
決
の
結
果
、
不
採
択
１

名
、
継
続
審
査
４
名
と
な
っ
た
。

　採
決
の
結
果
、
継
続
審
査
と
す
る

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　委
員
長

　朝
井
征
一
郎

総
務
常
任
委
員
会

　委
員
長

　中
村
勘
太
郎

教
員
の
働
き
方
の
改
善
を
求
め
て

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　副
委
員
長

　金
元

　直
栄

　当
委
員
会
は
12
月
９
日
４
名
の
委
員
に
よ

り
開
催
さ
れ
以
下
の
案
件
が
審
議
さ
れ
た
。

付
託
案
件

陳
情
第
４
号

　教
員
の
働
き
方
の
改
善
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
新
聞
報
道
の

若
狭
の
先
生
死
亡
記
事
が
示
さ
れ
た
。
先
生

の
忙
し
さ
は
よ
く
聞
い
て
い
る
。
子
ど
も
を

守
る
た
め
に
は
教
員
の
働
き
方
の
改
善
は
必

要
。
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
全
員
一
致
で

採
択
し
た
。

　時
間
外
勤
務
手
当
支
給
の
項
は
、
長
時
間

の
仕
事
を
な
く
す
こ
と
に
逆
行
す
る
と
し
て

意
見
書
か
ら
は
外
し
提
出
し
た
。

そ
の
他

①
国
保
事
業
会
計
の
慢
性
的
な
赤
字
体
質
改

善
の
方
向
も
30
年
か
ら
の
県
一
本
化
を
見
据

え
県
か
ら
示
さ
れ
る
国
保
税
の
基
準
待
ち
。

②
幼
児
園
・
幼
稚
園
施
設
長
期
保
全
・
再
生

計
画
で
は
、
園
舎
の
耐
用
年
数
を
見
据
え
、

必
要
な
整
備
や
改
装
の
年
度
を
示
す
こ
と

で
、
子
ど
も
達
が
安
心
で
き
る
施
設
と
し
た

い
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　ま
た
「
い
じ
め
」
の
状
況
に
つ
い
て
も
報

告
を
受
け
、
解
決
に
は
保
護
者
と
共
に
オ
ー

プ
ン
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

得
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
。

問　
高
齢
化
に
よ
る
、

耕
作
放
棄
地
が
見
ら
れ
る

が
今
後
農
業
の
担
い
手
を

「
育
て
る
・
支
え
る
」
仕

組
み
を
農
家
と
共
に
行
政

も
考
え
る
こ
と
が
必
要
と

思
う
が
。

農
林
課
長　

農
協
が
主
体

と
な
っ
て
農
家
育
成
を
行

う
こ
と
が
妥
当
と
考
え

る
。
ま
た
町
は
農
協
や
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
農

家
育
成
に
努
め
た
い
。

問

　米
の
直
接
支
払
交

付
金
と
減
反
の
撤
廃
に
伴

う
今
後
の
農
業
施
策
を
問

う
。

農
林
課
長　

国
・
県
と
連

携
し
今
後
の
施
策
と
農
家

育
成
に
努
め
る
。

問　
農
業
者
と
は
、
認
定

農
業
者
や
営
農
組
合
お
よ

び
個
人
農
業
者
を
含
め
た

数
値
か
。

農
林
課
長　

認
定
農
業

者
、
営
農
組
織
お
よ
び
個

人
農
業
者
を
含
む
数
値
。

問　
担
い
手
育
成
機
械
導

入
補
助
金
は
、
現
耕
作
面

積
の
10
％
以
上
増
や
し
た

時
の
補
助
だ
が
、
町
内
で

10
％
以
上
増
や
す
状
況
に

あ
る
か
。

農
林
課
長　

10
％
増
は
可

能
で
あ
る
が
、
地
域
性
も

あ
り
再
度
精
査
し
今
後
協

議
す
る
。

問　
認
定
農
業

者
は
特
別
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の

か
。

農
林
課
長　

畑
対

策
（
ゲ
タ
対
策
）

の
補
助
と
し
て
価

格
下
落
の
９
割
補

助
、
ま
た
町
の
担

い
手
対
象
の
各
種

支
援
事
業
補
助
金

が
あ
る
。

問　
鳥
獣
害
防
護
柵
は
、

地
域
間
の
防
護
柵
の
連
続

性
が
無
い
た
め
、
効
果
が

無
い
。
町
は
地
域
間
の
防

護
柵
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
の
か
。

農
林
課
長　

地
域
間
で
話

し
合
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

問　
今
後
は
農
協
が
販
売

力
の
強
化
と
資
材
等
の
コ

ス
ト
削
減
を
行
う
事
が
農

家
の
所
得
向
上
に
繋
が
る

町
の
指
導
を
問
う
。

農
林
課
長　

意
欲
あ
る
農

家
に
は
支
援
指
導
す
る
。

ま
た
農
業
者
、
Ｊ
Ａ
が
所

12

16

川治　孝行 … ⑦

長岡千惠子 … ⑧

長谷川治人 … ⑧

上坂　久則 … ⑨

小畑　　傅 … ⑩

中村勘太郎 … ⑩

多田　憲治 … ⑪

酒井　　要 … ⑫

朝井征一郎 … ⑫

金元　直栄 … ⑬

上田　　誠 … ⑭

江守　　勲 … ⑭

川崎　直文 … ⑮

奥野　正司 … ⑯

樂間　　薫 … ⑯

滝波登喜男 … ⑰

若手の担い手育成

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
包
括
的
連
携
協
定
に

つ
い
て
」

川 治  孝 行 議員

問 農家の担い手育成について

答 農家への施策と育成に努める
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89

問 町の文化財、町民への明示は

答 日本遺産への
　　  エントリーを考えている

上 坂  久 則 議員

実
施
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

へ
の
勧
誘
や
老
人
セ
ン
タ

ー
の
利
用
の
啓
発
。

問　
以
前
、
宅
老
所
新
設

計
画
が
あ
っ
た
よ
う
に
記

憶
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

の
経
過
と
宅
老
所
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

町
長　

高
齢
化
が
進
む
な

か
で
必
要
な
施
設
と
認

識
。
本
町
で
も
人
口
の
30

％
弱
の
方
が
65
歳
以
上
な

の
で
、
活
躍
し
て
町
の
発

展
に
協
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
活
躍
す
る
こ
と
で

孤
独
感
を
感
じ
な
い
環
境

に
し
た
い
。

福
祉
保
健
課
長　

宅
老
所

の
計
画
は
無
い
。
民
間
業

者
に
期
待
。

問　
日
中
一
人
に
な
っ
て

し
ま
う
高
齢
者
の
現
状
に

つ
い
て
の
対
策
は
。

福
祉
保
健
課
長　

全
世
帯

に
緊
急
時
情
報
カ
ー
ド
の

設
置
。
65
歳
以
上
の
単
身

者
や
身
障
１
・
２
級
の
単

身
者
に
電
話
回
線
を
利
用

し
た
緊
急
通
報
装
置
の
貸

与
。
軽
度
生
活
援
助
事
業

で
月
２
回
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
で
週
３
回
の
見
守
り
を

問　
永
平
寺
口
駅
東
側
か

ら
中
部
縦
貫
自
動
車
道
永

平
寺
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
Ｉ
Ｃ
）
付
近
、
国
道
３

６
４
号
谷
口

バ
イ
パ
ス
へ

の
接
続
に
か

か
る
新
道
路

「
永
平
寺
イ

ン
タ
ー
線
」

整
備
計
画
に

つ
い
て
の
現

状
と
そ
の
事

業
採
択
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
聞
く
。

建
設
課
長　

永
平
寺
口
駅

西
側
既
存
踏
切
を
移
設

し
、
東
側
へ
の
移
設
計
画

に
つ
い
て
ご
理
解
得
る
べ

く
地
元
説
明
会
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
国
道
３

６
４
号
へ
の
連
絡
は
、
関

係
区
、
地
元
地
権
者
等
の

ご
理
解
を
得
た
上
で
決
定

し
て
い
く
。
ご
理
解
後
、

事
業
採
択
後
の
事
業
期
間

と
し
て
は
５
～
６
年
を
予

定
。

新踏切計画（永平寺口駅東側）

問　
国
の
登
録
有
形
文
化

財
で
あ
る
レ
ン
ガ
館
は
、

区
民
が
集
う
拠
点
と
し
て

観
光
交
流
の
場
と
し
て
幅

広
い
活
用
が
望
ま
し
い
。

内
部
利
用
に
つ
い
て
問

う
。

町
長　

永
平
寺
口
駅
前
が

活
発
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

集い憩う高齢者

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
障
害
者
地
域
生
活
支

援
の
拠
点
整
備
は
」

「
給
食
費
無
償
の
予
算

を
奨
学
金
制
度
へ
」

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
災
害
時
の
備
蓄
等
の

周
知
は
」

「
議
会
と
語
ろ
う
会
を

踏
ま
え
て
」

問　
次
年
度
の
新
規
事

業
、
目
玉
事
業
は
。

財
政
課
長　

平
成
29
年
度

予
算
編
成
方
針
を
議
会
に

示
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ

た
こ
と
に
気
を
付
け
て
重

点
事
項
・
施
策
等
の
予
算

編
成
を
す
る
よ
う
各
所
管

に
伝
え
て
お
り
、
特
に
目

玉
事
業
等
の
設
定
は
し
て

い
な
い
。

問　
門
前
地
区
の
線
刻
磨

崖
仏
な
ど
の
文
化
財
一
覧

表
は
あ
る
の
か
。
ま
た
町

民
へ
の
明
示
は
。

教
育
長　

町
の
広
報
紙
の

「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
る
。
文

化
財
一
覧
表
は
あ
る
。

町
長　

合
併
し
て
10
年
経

ち
、
や
は
り
文
化
と
い
う
も

の
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
近
隣
市
町
と
連
携
し

て
、
日
本
遺
産
へ
の
エ
ン
ト

リ
ー
を
、
今
考
え
て
い
る
。

日
本
遺
産
と
し
て
選
ば
れ
れ

ば
、
文
化
や
地
域
振
興
が
深

ま
り
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
方
に
生
か
し
て

も
ら
う
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
。

要
望　

町
民
福
祉
向
上
の

政
策
と
し
て
、
生
活
保
護

世
帯
約
40
世
帯
、
就
学
援

助
40
人
へ
援
助
強
化
す

べ
き
で
あ
る
。
日
本
の
国

た
る
者
は
、
金
銭
的
な
面

で
平
等
な
る
教
育
を
受
け

る
機
会
に
支
障
が
あ
る
よ

う
で
は
、
恥
ず
か
し
い
国

と
な
る
。
将
来
を
背
負
う

子
ど
も
た
ち
に
、
生
活
環

境
・
学
費
援
助
な
ど
の
強

化
を
要
望
す
る
。

問　
本
町
の
幼
稚
園
・
幼

児
園
は
公
立
で
あ
る
。
宅

老
所
を
民
間
に
こ
だ
わ
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

幼
稚
園
や
幼
児
園
に
併
設

す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な

い
か
。

福
祉
保
健
課
長　

参
考
に

す
る
。

町
長　

大
先
輩
方
の
知
識

と
経
験
を
生
か
せ
て
活
躍

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
。

レ
ン
ガ
館
内
部
利
用
を

レ
ン
ガ
館
内
部
利
用
に
つ

い
て
の
声
を
よ
く
聞
く
。

し
か
し
、
こ
の
復
旧
は
耐

震
補
強
で
な
い
た
め
内
部

に
は
入
れ
な
い
状
況
だ
。

国
庫
補
助
金
受
け
て
の
工

事
の
た
め
、
簡
単
に
目
的

を
変
え
ら
れ
な
い
。
そ
の

中
で
何
か
有
利
な
補
助
が

な
い
か
、
常
々
情
報
収
集

し
て
い
る
。

３月定例会３月定例会 （予定）

○日程は、都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください｡
○会議は傍聴することができます。役場本庁西側の階段を上がって、
　３階議場傍聴席にお越しください。

生中継傍聴にお越しください

２月 27日 （月） １０時～  ［本会議］

３月 ６日 （月）  ７日（火） ８日（水）１０時～ ［一般質問］

３月 ９日 （木） １０日（金） 13日（月） ９時～
      ［予算決算常任委員会］
３月 21日 （火） １０時～ 【予備日】22日（水） ［本会議］

★エレベーター完備

問 昼間、ひとり暮らし
　　　　　　高齢者の対策は

答 知識と経験で活躍できるまちづくり

長岡千惠子議員

問 永平寺口駅周辺整備計画は

答 関係者に説明し事業化手続きへ

長谷川治人議員
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お
り
、
子
育
て
が
で
き
る

優
し
い
町
を
全
面
に
出
し

て
い
る
。子
育
て
世
代
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
転

入
・
転
出
を
均
衡
さ
せ
た

い
。

問　
基
本
目
標
Ⅱ
で
は
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
安

定
的
な
雇
用
を
創
出
す
る

と
し
て
い
る
が
、
企
業
誘

致
と
雇
用
ど
う
図
る
の

か
。

総
合
政
策
課
長　

福
井
銀

行
・
福
井
労
働
局
・
福
井

県
立
大
学
と
連
携
協
定
を

結
び
産
業
振
興
や
安
定
雇

用
の
創
出
を
図
り
た
い
。

今
後
、
商
工
会
や
日
本
政

策
金
融
公
庫
と
も
連
携
を

問　
町
は
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
世
総
合
戦

略
」
を
策
定
、
そ
れ
は
住

み
た
く
な
る
町
の
実
現
を

目
指
す
も
の
で
基
本
目
標

Ⅰ
で
は
、
平
成
52
年
ま
で

は
人
口
１
万
９
千
人
程
度

の
維
持
を
し
た
い
と
あ

る
。
さ
ら
に
基
本
目
標
Ⅲ

で
は
、
町
へ
の
新
し
い
人

の
流
れ
を
つ
く
り
子
育
て

世
代
の
転
入
・
転
出
を
均

衡
さ
せ
る
と
し
て
い
る

が
、
転
入
増
は
考
え
な
い

の
か
。

総
合
政
策
課
長　

本
町

は
平
成
15
年
か
ら
転
出
超

過
が
続
い
て
い
る
。
し
か

し
若
者
の
定
住
に
対
す
る

支
援
や
保
育
料
を
低
料
金

に
す
る
な
ど
、
子
育
て
環

境
整
備
に
重
点
を
置
い
て

問　
連
絡
協
議
会
の
地
域

間
の
連
絡
と
役
割
を
ど
う

考
え
る
。

町
長　

地
域
間
の
連
絡
・

情
報
交
換
は
大
変
重
要
。

12
月
に
、
連
絡
協
議
会
の

リ
ー
ダ
ー
さ
ん
と
会
合
を

設
定
し
、
来
年
に
つ
な
げ

る
。

問　
各
連
絡
協
議
会

へ
の
助
成
金
４
万
円

は
、
訓
練
等
に
要
し
た

費
用
の
領
収
書
を
添
え

申
告
し
、
後
払
い
と
な

っ
て
い
る
。
新
年
度
の

４
月
に
見
直
し
で
き
な

い
か
。

町
長　

連
絡
協
議
会
の

リ
ー
ダ
ー
の
み
な
さ
ん

と
、
課
題
に
つ
い
て
し

っ
か
り
認
識
を
共
に
し

て
進
め
る
。

問　
今
後
、
協
議
会
が
自

主
的
に
訓
練
に
取
り
込
む

よ
う
な
、
リ
ー
ダ
ー
育
成

の
施
策
は
。

町
長　

８
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆

さ
ん
が
、
情
報
を
共
有
し

防
災
意
識
の
向
上
を
、
積

極
的
に
進
め
る
。

問　
避
難
所
は
、
女
性
の

力
が
必
要
不
可
欠
で
避
難

所
の
食
事
の
配
給
、
施
設

の
清
掃
・
衛
生
面
と
か
多

種
多
技
に
必
要
と
さ
れ
る

が
、
本
町
の
女
性
の
方
の

防
災
士
の
取
得
状
況
は
。

総
務
課
長　

昨
年
は
５
名

の
方
で
し
た
が
、
今
年
は

問　
高
齢
者
の
高
速
自
動

車
道
で
の
逆
走
行
等
の
交

通
事
故
が
マ
ス
コ
ミ
新
聞

等
で
よ
く
報
道
さ
れ
て
い

た
矢
先
、
先
日
、
本
町
で

も
高
齢
者
運
転
の
死
亡
事

故
が
発
生
し
た
。

　

以
前
か
ら
全
国
で
の
、

高
齢
者
事
故
に
は
永
平
寺

町
の
対
応
策
が
気
に
な
っ

て
い
た
。

　

町
内
後
期
高
齢
者
75
歳

以
上
の
免
許
証
所
有
者
数

は
。

総
務
課
長　

１
０
０
７

人
。

　

時
々
、
高
齢
者
と
同
居

し
て
い
る
家
族
か
ら
、
日

常
生
活
の
中
で
帰
り
が
遅

い
と
心
配
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
耳
に
し
て
い
た
。
自

損
事
故
と
違
っ
て
、
他
人

を
傷
つ
け
た
場
合
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
事
態
が

発
生
す
る
。

　

本
町
で
も
団
塊
の
層
が

こ
れ
か
ら
高
齢
化
に
突
入

す
る
が
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
対
策

と
し
て
福
井
市
を
は
じ
め

全
国
で
は
い
ろ
ん
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
３
の
犠
牲
者
を
な
く
す

た
め
に
も
行
政
が
今
の
う

ち
対
策
を
講
じ
て
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
も
高
齢

者
の
意
見
も
取
り
入
れ
利

用
増
も
検
討
し
た
ら
ど
う

か
。
ま
た
、
「
禅
の
里
温

自主防災連絡協議会との「議会と語ろう会」

44
名
の
女
性
の
方
に
受
け

て
い
た
だ
く
。

問　
救
護
資
機
材
で
、
病

院
や
施
設
に
あ
る
中
古
の

車
イ
ス
を
、
町
が
い
た
だ

き
各
協
議
会
に
配
備
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

総
務
課
長　

関
係
施
設
に

対
し
て
積
極
的
に
取
り
組

む
。

問　
避
難
準
備
情
報
は
、

住
民
は
ほ
と
ん
ど
理
解
さ

れ
て
い
な
い
。
発
令
か
ら

第
二
避
難
所
ま
で
の
一
連

の
模
擬
訓
練
を
実
施
し
て

は
。

町
長　

広
報
紙
・
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
は
も
ち
ろ
ん
、

防
災
講
座
で
伝
え
て
い
る

が
、
よ
り
幅
広
く
積
極
的

に
取
り
組
む
。

元気に走る子どもたち

し
て
い
く
。
地
域
が
生
き

残
る
に
は
、
外
か
ら
の
投

資
を
い
か
に
呼
び
込
む
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

町
長　

進
出
す
る
企
業
に

永
平
寺
町
を
選
択
し
て
い

た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
本
町
で
商
売
を

す
る
と
付
加
価
値
が
つ
く

よ
う
な
、
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
が
大
切
と
考
え
る
。
立

地
条
件
等
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で

な
く
、
町
の
事
業
を
マ
ス

コ
ミ
等
に
取
り
上
げ
て
い

高齢運転者標識

泉
」
の
年
間
何
枚
か
の
入

場
券
配
布
等
の
検
討
も
視

野
に
免
許
証
返
納
制
度
の

後
押
し
施
策
を
図
れ
な
い

の
か
。　

総
務
課
長　

26
年
12
名
、

27
年
11
名
、
28
年
20
名
と

本
町
高
齢
者
の
自
主
返
納

者
が
あ
っ
た
。

　

最
近
で
は
福
井
警
察
署

が
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
第
二
の
山
口
茜
選
手

誕
生
の
期
待
策
を
」

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
国
体
で
の
北
電
体
育

館
駅
の
仮
設
を
」

た
だ
く
情
報
発
進
に
は
今

後
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

を
貸
出
し
、
自
分
の
弱
点

を
分
析
し
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
方
策
も
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
貸
出
に
つ
い

て
は
今
後
、
健
康
長
寿
ク

ラ
ブ
等
で
周
知
を
図
り
た

い
。

小 畑  　 傅 議員

問

答

住みたくなる町の実現にむけて

子育てしやすい優しい町を一番に

問 自主防災連絡協議会の体制と助成

答 防災意識の向上

中村勘太郎議員

問 高齢者の運転免許証
　　　　　　　自主返納を

答 健康長寿クラブ等で周知を

多 田  憲 治 議員
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問 発達障がいの子が何人いるか

答

酒 井  　 要 議員

小中校で98名把握している

問　
通
級
指
導
と
い
う
個

別
指
導
に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
、
漢
字
や
数
字
が

書
け
な
い
と
い
う
子
ど
も

が
い
る
。
別
の
教
室
で
の

個
別
指
導
を
し
て
い
る
と

思
う
が
。

教
育
長　

通
級
相
当
の
子

ど
も
に
つ
い
て
は
、
毎
年

あ
る
就
学
指
導
委
員

会
の
中
で
、
そ
の
子

ど
も
さ
ん
の
性
格
や

特
徴
な
ど
を
保
護
者

の
方
と
相
談
し
て
い

る
。
そ
し
て
就
学
指

導
委
員
会
の
ほ
う
で

通
級
相
当
だ
と
い
う

認
定
が
さ
れ
れ
ば
、

特
別
に
教
師
を
充

て
、
何
時
間
目
に
、

ど
の
教
科
だ
け
こ
う

い
う
指
導
を
し
ま
し

ょ
う
と
、
丁
寧
に
対
応
し

て
い
る
。

問　
永
平
寺
町
内
に
98
名

の
発
達
障
が
い
の
子
ど
も

が
い
る
。
大
変
こ
れ
は
厳

し
い
と
思
う
が
、
障
害
の

過
程
と
い
う
の
は
、
３
通

り
あ
る
と
聞
い
た
が
。

教
育
長　

98
名
と
言
い
ま

し
た
が
、
全
て
と
は
定
か

で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
子
は
発
達
障
が

い
だ
か
ら
ダ
メ
と
か
、
何

も
一
緒
に
で
き
な
い
と
い

う
意
識
は
持
っ
て
欲
し
く

な
い
。
や
は
り
み
ん
な
と

一
緒
に
で
き
る
し
、
た
ま

関
す
る
こ
と
を
周
知
す
る

た
め
に
も
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま

に
情
報
発
信
し
て
い
る
。

農
林
課
長　

町
の
広
報
紙

に
お
い
て
永
平
寺
町
の
食

に
関
し
て
情
報
発
信
し
て

い
る
。
町
と
し
て
は
永
平

寺
町
の
安
心
で
安
全
な
特

産
物
を
、
ふ
る
さ
と
物
産

市
や
伝
承
料
理
の
講
習
会

を
地
域
・
学
校
な
ど
で
開

催
し
、
情
報
発
信
に
努
め

て
い
る
。

問　
町
民
、
町
お
よ
び
事

業
者
の
役
割
を
図
り
、
食

文
化
の
持
続
的
な
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
具
体
的
な
役
割
、

町
も
関
連
事
業
者
の
方
々

に
も
取
り
組
み
が
見
え
て

問　
合
併
10
周
年
記
念
の

平
成
28
年
２
月
13
日
に
施

行
さ
れ
た
「
永
平
寺
町
の

食
文
化
に
関
す
る
条
例
」

に
よ
る
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

商
工
観
光
課
長　

町
商
工

会
、
町
観
光
物
産
協
会
な

ど
、
関
連
事
業
者
と
も
に

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
会

議
や
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て

食
文
化
の
普
及
、
浸
透
に

努
め
て
い
る
。
食
文
化
に

いただきますカンパイ条例のポスター

と
役
割
を
訴
え
て
い
る
。

役
場
、
消
防
、
消
防
団
の

役
割
を
示
し
、
住
民
に
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
説
明
を
行
う
。

問　
災
害
時
へ
の
対
応

に
目
が
い
き
が
ち
だ
が
、

行
政
の
対
策
・
対
応
次
第

で
は
、
震
災
の
程
度
や
災

害
後
の
復
興
に
大
き
な
差

が
生
じ
る
。
①
巨
大
災
害

へ
の
備
え
。
②
巨
大
災
害

時
の
対
応
。
③
復
興
に
向

け
、
災
害
後
の
対
応
と
区

問　
災
害
時
の
対
応
で

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

と
町
は
言
う
が
、
こ
の
言

葉
、
福
祉
の
分
野
で
は
、

行
政
に
頼
る
な
…
と
言
う

こ
と
。
災
害
時
、
町
は
全

力
で
対
応
す
る
が
住
民
も

共
に
協
力
し
て
も
ら
い
た

い
と
言
い
方
を
変
え
る
べ

き
だ
。

町
長　

「
何
で
も
行
政
に

任
せ
て
」
や
「
や
り
ま

す
」
は
無
責
任
と
い
う
こ

と
で
自
助
・
共
助
・
公
助

別
し
、
こ
れ
ま
で
の
大
災

害
の
教
訓
か
ら
、
町
は
学

ん
で
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

巨
大
災
害
へ

の
備
え
で
は
、
災
害
に
強

い
基
盤
づ
く
り
が
第
一

で
、
防
災
体
制
づ
く
り
と

た
ま
そ
こ
で
こ
う
い
う
手

順
さ
え
踏
め
ば
み
ん
な
と

一
緒
に
で
き
る
こ
と
も
あ

る
。
知
的
な
理
解
力
も
結

構
多
い
子
も
い
る
。

　

今
、
現
場
で
は
気
が
か

り
な
子
ど
も
を
少
し
で
も

き
て
い
な
い
。
町
は
今
後

ど
の
よ
う
な
事
業
企
画
を

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

永
平
寺
町
の
ブ
ラ

ン
ド
発
信
と
い
う
意
味
に

お
い
て
も
非
常
に
大
切
な

条
例
で
あ
り
、
今
、
商
工

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
上
志
比
支
所
に
図
書

館
を
」

し
て
自
主
防
災
組
織
の
育

成
と
人
づ
く
り
を
大
事
に

し
て
い
る
。
第
二
は
、
巨

大
災
害
時
、
当
町
の
み
で

の
対
応
が
困
難
で
あ
れ

ば
、
県
や
自
衛
隊
へ
の
要

請
を
行
い
ま
た
、
他
自
治

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
大
学
病
院
周
辺
の
カ
ラ

ス
対
策
と
し
て
、捕
獲
檻

の
設
置
を
」「
町
の
各
種

福
祉
関
係
計
画
に
は
、社

協
か
ら
現
場
の
声
を
」

体
と
の
相
互
応
援
協
定
も

19
件
結
ん
で
い
る
。
復
興

に
向
け
て
は
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
早
急
な
復
旧
や
仮

設
住
宅
、
避
難
所
の
確
保

な
ど
、
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。

問　
巨
大
災
害
に
つ
い

て
は
、
各
種
レ
ポ
ー
ト
が

ま
と
め
ら
れ
、
報
告
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
教
訓
に

学
ん
で
も
ら
い
た
い
。

総
務
課
長　

多
く
の
検
証

レ
ポ
ー
ト
に
学
ん
で
い
き

た
い
。

防災訓練

支
え
て
あ
げ
た
い
と
、
支

援
員
22
名
を
入
れ
て
い

る
。
担
任
一
人
で
は
そ
う

い
う
気
が
か
り
な
子
に
直

接
対
応
で
き
な
い
の
で
、

支
援
員
を
学
校
に
適
宜
配

置
し
て
、
そ
の
子
に
寄
り

添
っ
て
、
毎
日
自
分
に
合

っ
た
教
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

観
光
課
、
農
林
課
、
総
合

政
策
課
、
こ
の
３
課
で
、

こ
の
条
例
と
し
て
し
っ
か

り
と
結
び
付
け
て
発
信
し

て
い
き
た
い
。

問 食文化に関する条例の今後の課題

答 ブランド化に結びつけ発信

朝井征一郎議員

問 災害時の行政の対応は

答 過去の大災害の教訓に学びたい

金 元  直 栄 議員
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え
、
当
初
予
算
の
10
戸
に

加
え
、
20
戸
分
の
補
正
予

算
を
計
上
し
た
。

問　
耐
震
化
90
％
の
達
成

に
は
８
６
０
戸
の
耐
震

化
を
促
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

各
年
度
の
耐
震
化
率
の

目
標
を
設
定
し
、
必
達

で
取
り
組
む
べ
き
。

建
設
課
長　

行
動
計
画

で
、
各
年
次
目
標
を
明

確
に
す
る
。

　

戸
別
訪
問
、
電
話
で

の
聞
き
取
り
等
を
重
点

施
策
と
す
る
。
施
策
の

取
り
組
み
の
中
で
、
リ

フ
ォ
ー
ム
で
耐
震
化
の

実
施
等
を
含
め
て
耐
震

改
修
件
数
を
把
握
し
、

次
年
度
の
数
値
目
標
を

防
災
訓
練
・
地
域
防
災
講

座
、
文
化
祭
等
で
説
明
し

て
い
る
。
29
年
１
月
に
は

住
宅
耐
震
化
無
料
相
談
会

を
町
内
３
会
場
で
開
催
す

る
。

　

各
地
で
の
説
明
に
よ
る

事
業
促
進
に
よ
り
、
「
耐

震
診
断
・
補
強
プ
ラ
ン
作

成
」
の
応
募
件
数
が
増

問　
住
民
主
体
の
住
み

た
く
な
る
、
住
ん
で
い

て
良
か
っ
た
と
い
う
町
づ

く
り
の
基
盤
に
は
、社
会

教
育
が
必
要
。
住
民
自
ら

話
し
合
う
中
で
課
題
を
見

つ
け
、
解
決
に
向
け
て
行

動
す
る
力
の
意
識
付
け
を

す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ

る
。
町
長
公
約
の
中
に
住

民
の
主
体
と
な
る
仕
組
み

づ
く
り
と
あ
る
が
。

町
長　

行
政
指
導
で
な
く

住
民
が
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
で
行
政
が
黒
子
に

徹
し
住
民
が
引
っ
張
っ
て

い
く
。
人
と
人
を
結
び
付

け
た
り
、
他
の
地
域
と
町

が
結
び
つ
く
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
的
な
役
目
を
し
、
住
民

が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
に
し
て
い
き
た
い
。

問　
自
分
た
ち
の
住
む

と
こ
ろ
を
良
く
す
る
た

め
、
話
し
合
い
、
課
題
を

見
つ
け
、
ど
う
す
る
の
か

を
決
め
、
実
践
す
る
仕
組

み
作
り
を
す
る
意
識
に
立

っ
て
も
ら
う
過
程
が
、
社

会
教
育
だ
と
思
う
。
住
民

活
動
、
住
民
自
治
に
つ
い

て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
常
に
示

し
、
語
り
か
け
、
住
民

主
体
で
一
緒
に
行
え
る
体

制
（
公
民
館
活
動
）
の
方

向
を
示
し
、
支
援
し
続
け

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
。

町
長　

一
番
大
切
で
あ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
を

進
め
、
社
会
教
育
、
公
民

館
、
防
災
、
振
興
会
、
子
育

て
、
教
育
な
ど
多
方
面
か
ら

人
と
人
の
繋
が
り
や
、
課
題

問　
プ
レ
大
会
ま
で
１
年

を
切
っ
た
が
、
各
種
計
画

や
要
綱
の
策
定
状
況
は
。

国
体
推
進
課
長　

今
年
度

中
に
素
案
を
検
討
し
、
年

度
末
に
開
催
予
定
の
各
専

門
委
員
会
で
策
定
予
定
。

問　
大
会
中
、
１
会
場
に

何
台
の
バ
ス
や
車
両
が
来

る
の
か
。

国
体
推
進
課
長　

バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
会
場
は
、
バ

ス
８
台
、
車
両
３
百
台
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
会
場
は
、

バ
ス
14
台
、
車
両
３
百

台
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場

は
、
バ
ス
10
台
、
車
両
６

百
台
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
現
在
、
駐
車
場
の
確

保
は
で
き
て
い
る
の
か
。

国
体
推
進
課
長　

最
終
的

に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用

す
る
方
向
で
考
え
て
い
る

の
で
、
十
分
足
り
る
と
考

え
て
い
る
。

問　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用

と
あ
る
が
、
大
型
バ
ス
な

ど
の
駐
車
場
に
す
る
と
影

響
は
な
い
の
か
。

国
体
推
進
課
長　

グ
ラ
ウ

ン
ド
の
使
用
は
、
極
力
避

け
た
い
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
は
、
バ
ス
の
駐
車

は
せ
ず
普
通
乗
用
車
だ
け

と
し
、
使
用
す
る
時
は
、

普
段
使
用
し
て
い
な
い

所
か
ら
駐
車
す
る
よ
う
考

え
て
い
る
。
も
し
、
雨
な

ど
が
降
り
タ
イ
ヤ
跡
な
ど

が
残
っ
た
場
合
は
、
十
分

な
整
備
を
行
い
復
旧
し
た

い
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募

問 

「
永
平
寺
町
建
築
物

耐
震
改
修
促
進
計
画
」

（
平
成
28
年
４
月
改
定
）

で
、
民
間
住
宅
の
耐
震
化

率
を
平
成
32
年
度
に
90
％

と
し
て
い
る
。
現
状
の
ま

ま
で
推
移
す
る
と
平
成
32

年
の
耐
震
化
率
は
７
７
・

８
％
。
こ
の
か
い
離
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

建
設
課
長　

地
震
に
対
す

る
危
機
感
が
薄
く
、
耐
震

化
が
身
近
で
重
要
な
課
題

で
あ
る
こ
と
の
認
識
不
足

が
あ
る
。
そ
し
て
、
耐
震

改
修
費
用
の
負
担
が
大
き

く
改
修
工
事
に
踏
み
切
れ

な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
解
消
し
目
標

を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問　
平
成
28
年
度
の
取
り

組
み
は
。

建
設
課
長　

町
の
「
木
造

住
宅
（
古
民
家
）
耐
震
診

断
等
お
よ
び
耐
震
改
修
促

進
事
業
」
を
各
地
区
の

昭和23年６月　福井地震

いわて国体でのボランティア風景

集
は
、
い
つ
か
ら
開
始
す

る
の
か
。

国
体
推
進
課
長　

募
集
要

項
を
策
定
し
、
来
年
２
月

１
日
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
一
般
募
集
を
開
始
し
た

い
。
町
体
協
、
体
振
、
社

協
な
ど
各
種
団
体
へ
協
力

を
お
願
い
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
人
員
確
保
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問　
国
体
の
周
知
不
足
と

の
声
も
あ
る
が
、
現
在
の

広
報
活
動
は
。

国
体
推
進
課
長　

庁
舎
内

の
電
話
保
留
音
を
国
体
ソ

ン
グ
に
変
え
、
工
事
中
の

看
板
も
国
体
Ｐ
Ｒ
用
に
変

更
す
る
等
全
庁
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
環
境
課
題
の
第
一
歩
は
ゴ

ミ
の
減
量
化
と
資
源
化
の

新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
」

「
こ
し
の
国
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
移

地域コミュニティ活動

解
決
す
る
住
民
主
体
の
町
づ

く
り
を
進
め
る
。

教
育
長

　社
会
教
育
は
人

と
人
と
の
繋
が
り
、
仲
間
作

り
が
一
番
と
思
う
。
み
ん
な

で
協
力
し
何
か
を
し
よ
う
、

区
の
問
題
は
何
か
を
考
え

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
導
入
推
進
事
業
は
」

掲
げ
、
促
進
す
る
。

る
、
そ
う
い
う
場
を
作
る
手

助
け
を
す
る
な
ど
地
域
を
基

盤
と
す
る
活
動
を
進
め
て
い

く
。

譲
の
説
明
会
の
開
催
を
要

求
す
る
」「
学
校
の
地
域
体

験
の
成
功
は
地
元
の
支
援

体
制
が
不
可
欠
」

問 住民主体のまちづくりは社会教育

答 地域コミュニティ作りを基本に

上  田   誠 議員

問 国体に向けた取り組みの現状は

答 全庁挙げて取り組んでいる

江 守 　  勲 議員

問 民間住宅の耐震化の促進は

答 相談会の開催、戸別訪問の実施

川 崎  直 文 議員
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４
千
人
、
松
岡
16
万
３
千

人
、
永
平
寺
口
16
万
１
千

人
。
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
施

設
は
観
音
町
20
、
永
平
寺

口
94
、
山
王
25
、
竹
原
21

台
。
平
均
利
用
率
先
月
平

日
日
中
36
％
、
内
観
音
町

駅
は
常
時
満
車
状
態
１
１

５
～
１
３
６
％
。
本
駅
周

辺
エ
リ
ア
の
持
つ
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ

を
本
町
創
生
に
生
か
す
べ

き
。
本
駅
の
状
況
把
握
と

対
策
や
い
か
が
か
。

総
務
課
長　

日
中
常
時
満

車
状
態
で
、
観
音
町
駅
利

用
者
の
利
便
性
低
下
は
承

知
。
ク
ル
マ
に
頼
り
過

ぎ
な
い
社
会
づ
く
り
推
進

事
業
補
助
金
活
用
を
視
野

に
駅
周
辺
用
地
を
調
査
す

問　
え
ち
鉄
は
乗
客
目

線
の
サ
ー
ビ
ス
と
安
全
を

提
供
し
年
々
利
用
客
拡

大
。
昨
年
度
は
３
４
５
万

人
と
過
去
最
高
。
本
町
内

11
駅
乗
降
客
も
76
万
人
と

回
復
。
地
方
創
生
町
づ
く

り
構
想
で
、
鉄
道
の
走
る

町
の
強
み
を
ど
う
生
か
す

か
。

総
合
政
策
課
長　

鉄
道
が

走
っ
て
い
る
こ
と
は
、
交

通
弱
者
か
ら
見
て
も
、
ま

た
、
交
通
手
段
の
機
会
か

ら
も
、
大
き
な
強
み
で
あ

る
。
地
方
創
生
総
合
戦
略

で
も
人
口
減
少
の
歯
止
め

に
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
賑

わ
い
や
地
域
活
性
化
に
繋

が
る
。

問　
27
年
度
の
利
用
客

上
位
３
駅
は
観
音
町
21
万

問　
町
長
の
掲
げ
る
強

い
永
平
寺
町
づ
く
り
に

は
、
役
場
職
員
の
方
の
人

材
育
成
は
欠
か
せ
な
い
と

思
う
。
そ
こ
で
本

町
で
は
新
人
職
員

の
人
材
育
成
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

県
の

自
治
研
修
所
で
研

修
し
自
治
行
政
に

関
す
る
基
礎
的
な

も
の
を
身
に
付

け
、
そ
の
折
、
他

の
市
、
町
の
職
員

と
の
人
間
関
係
も
作
っ
て

く
る
。
あ
と
は
配
属
さ
れ

た
部
署
で
報
告
、
連
絡
、

相
談
な
ど
基
礎
的
な
こ
と

か
ら
専
門
的
な
こ
と
を
上

司
か
ら
指
導
を
受
け
る
。

税
務
課
長　

税
務
課
職
員

は
、
質
問
検
査
権
や
、
自

力
執
行
権
な
ど
一
般
公
務

員
よ
り
強
い
職
務
権
限
が

与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

重
い
罰
則
が
法
令
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
て
法
令
遵

守
を
第
一
に
法
令
知
識
の

幅
広
い
習
得
や
税
務
調
査

や
滞
納
処
分
の
ス
キ
ル
や

ノ
ウ
ハ
ウ
の
指
導
を
ベ
テ

ラ
ン
職
員
が
指
導
し
、
専

門
性
を
高
め
た
職
員
を
育

成
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課
長　

保
育

士
の
人
材
育
成
に
つ
い

て
、
今
年
度
よ
り
園
長
経

験
者
が
課
長
補
佐
と
し
て

年間22万人利用の観音町駅

る
。

町
長　

未
来
会
議
の
松
岡

駅
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
構
想
と

も
併
せ
て
研
究
し
た
い
。

問　
本
町
で
も
バ
リ
ア
フ

リ
ー
駅
実
現
の
車
い
す
利

用
者
の
声
あ
り
。
共
生
社

会
実
現
に
向
け
た
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
は
。

総
務
課
長　

現
状
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
駅
は
無
。
未
来

会
議
で
階
段
昇
降
機
の
提

案
も
あ
り
課
題
を
検
証
す

る
。
県
の
福
祉
の
ま
ち
づ

コミュニティバス

問　
本
町
の
75
歳
以
上
の

高
齢
者
の
う
ち
、
３
人
に

１
人
は
免
許
を
持
っ
て
い

る
。
今
、
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
事
故
の
対
策
は
、
車

に
依
存
し
な
い
町
づ
く
り

で
あ
る
。
国
は
、
全
国
６

ヶ
所
で
健
康
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
実
証
実
験
を
し
て
い

る
。
健
康
の
た
め
に
歩
け

ば
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、

豪
華
賞
品
が
当
た
る
と
い

う
も
の
。
そ
の
効
果
は
、

医
療
費
抑
制
や
地
域
経
済

に
付
与
す
る
。
導
入
の
検

討
を
。

福
祉
保
健
課
長

　健
康
ポ

イ
ン
ト
制
度
は
保
健
セ
ン
タ

ー
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

賞
品
は
粗
品
程
度
の
も
の
で

す
。
歩
く
事
は
健
康
に
い
い

と
分
か
っ
て
い
る
が
、
な
か

な
か
継
続
す
る
こ
と
は
難
し

い
。

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
高
齢
者
の
足
と
し
て

有
益
で
あ
る
が
、
１
～
２

時
間
に
１
便
で
は
行
政
の

ア
リ
バ
イ
作
り
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
路
線
を
も

っ
と
簡
素
に
し
、
停
留
所

ま
で
歩
い
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
便
数
を
増
や
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
27
年

度
決
算
で
、
４
千
万
円

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

営
費
を
か
け
、
利
用
者
３

万
３
千
人
、
一
人
当
た
り

１
２
０
０
円
も
か
か
っ
て

い
る
。
抜
本
的
な
見
直
し

を
。

町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
利
用
者
が
少
な
い
。

え
ち
鉄
も
あ
る
町
な
の

問　
免
許
返
納
は
社
協

や
警
察
と
連
携
し
「
返
納

の
日
」
を
設
け
て
は
ど
う

か
。
供
養
式
や
家
族
が
感

謝
を
述
べ
、
さ
さ
や
か
な

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
、
気
持

ち
よ
く
返
納
で
き
る
仕
組

み
を
つ
く
っ
て
は
。

総
務
課
長

　家
族
が
感
謝

を
述
べ
て
返
納
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
、
本
当
に
い
い
話

で
、
高
齢
者
の
家
族
に
積
極

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
コ
ン
ビ
ニ

配
備
」
「
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
法
」

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
え
ち
鉄
志
比
堺
駅
周

辺
の
危
険
箇
所
解
消
に

つ
い
て
」

職員の研修風景

配
属
さ
れ
、
保
育
に
関
し

て
指
導
が
強
化
出
来
た
。

保
育
士
の
研
修
は
、
各
園

の
園
長
、
主
任
保
育
士
お

よ
び
主
任
教
諭
、
各
年
齢

ク
ラ
ス
担
任
が
定
期
的
に

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

外
部
へ
の
研
修
に
も
参
加

さ
せ
育
成
し
て
い
る
。

問　
各
部
署
で
初
歩
的

な
こ
と
か
ら
専
門
的
な
と

こ
ろ
ま
で
し
っ
か
り
と
指

導
さ
れ
、
そ
の
中
で
人
間

性
も
生
ま
れ
て
い
る
と
思

く
り
条
例
に
適
合
す
る

よ
う
、え
ち
鉄
と
協
議
す

る
。

う
。
今
後
も
し
っ
か
り
と

指
導
、
育
成
に
努
力
願
い

た
い
。

「
免
許
返
納
の
日
」
の
制
定
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
見
直
し
を的

に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

で
、
歩
く
と
い
う
こ
と
を

根
付
か
せ
た
い
。
取
り
組

み
を
研
究
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
中
部
縦
貫
自
動
車
道

永
平
寺
～
大
野
間
開
通

で
の
効
果
及
び
課
題
は
」

奥 野  正 司 議員

問

答

えち鉄駅の利便性とバリアフリー

駅周辺用地調査・県条例適合協議

樂 間 　  薫 議員

問

答

役場職員の人材育成はどのように

専門性を高めた職員育成

問 高齢者ドライバーの事故対策

答 健康ポイント制度は実施しているが…

滝波登喜男議員
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　　農業の担い手をめぐる現状について農業の将
来施策は。

議会　国においては担い手育成・確保を図る観点
から「認定農業者」や「集落営農」など育成
すべき担い手を明確にして支援措置を集中
化、重点化し新規就農対策を実施し、担い手
後継者に対する補助をしている。

　　担い手育成および農業経営規模の向上維持の
ために農業機械の導入に関してはどうか。

議会　担い手農業者を対象とした県の補助要件に
満たない水稲用機械、トラクター、田植え
機、コンバインの導入更新費用のうち町が100
万円を上限として３分の１の補助をしてい
る。

　　地産地消の推進、地域振興作物、推奨作物の
消費拡大、面積拡大、栽培技術の向上につい
てはどうか。

議会　生産組織に対して助成し、30万円を上限と
して２分１の補助を、農産物等を出荷する生
産者への支援、出荷組合への育成のため直売
所や道の駅等の出荷組合に加入している生産
者に対して売上高の２%の補助をしている。
その他にも担い手集積補助や農業者に対して
地域振興作物、推奨作物への補助も行ってい
る。

※産業建設常任委員会として、みなさまからいただ
　いた貴重なご意見･課題を行政に伝えます。

問

問

問

今回の議会と語ろう会は、各常任
委員会でテーマを設け、町内の各種
団体との専門的な意見交換を通し、
新たな行政提言につなげることを
目的として開催しました。

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

平成28年10月28日 31日 11月１日 実施

農業の将来施策を考える農業の将来施策を考える農業の将来施策を考える

　　ホームヘルプやデイサービス、生活支援など
を通して、高齢者の実態は。

社協　現状としては、介護保険利用者が多い。介
護保険対象外の利用は社協独自で対応してい
る。介護保険対象外の利用者は13人で、延べ
利用は21件。サービスの内容は、主に通院す
ることに使われている。料金は、最初の30分
が1,000円。その後の延長は30分ごとに1,000
円。課題は、介護の必要な人が増加する中
で、ヘルパーの人材確保が難しい。

　　高齢者及び介護の必要な人も増加している。
現実に介護サービスが受けられない人も多い
のでは。

社協　要支援１・２の人は介護保険で利用できる
ことが少ない。介護保険以上の事はできない
ので、情報を共有して各課で分担してサービ
スを提供している。近所の見守りも活用。

　　要介護の高い人はそれなりにサービスを受け
られるが、要介護の低い人や要支援の人は、
サービスを受けることが難しい。家族が同居
していても日中は働きに出て留守だったり、
特に独居の人はサービスを受けることが難し
い。対応はどうしているのか実地も含めて。

社協　永平寺町では、一人暮らしが510人いる。歳
末におせちを宅配している。その内、支援が
必要な人が230人いる。民生委員や福祉委員の
情報提供として「買い物ができない」「ゴミ
出しができない」などがある。福祉サービス
利用援助事業には、給食や外出支援事業があ
り上限月10,000円。

　　総合支援事業への移行が平成29年４月に行わ
れるが、その課題は。

社協　限られたものであったが、多様なものにす
る。憩いの場やサロンの活用も期待されてい
るが、まだできていない。要支援の人は自分
でできることも多いので、自宅の近くで過ご
すことが大切。12月には、担い手としてシル
バー人材や商工会のメンバーに協議会の委員
になってもらい、サービスについて検討した

問

問

問

問

高齢者が安心して
　　　　暮らせるまちづくり
高齢者が安心して
　　　　暮らせるまちづくり
高齢者が安心して
　　　　暮らせるまちづくり

い。元気な高齢者に協力願いたい。

　　平成29年４月には、順調に事業が進められる
のか。高齢者の生活に合わせたサービスが必
要。社協にお任せになるのではないか。介護
保険対象になる前の人を対象とするので、不
安になることはないのか。

社協　事業所に対する説明は、11月25日に実施予
定。その際にサービス単価が示される。精神
障がいが増加している。コミュニケーション
もとりにくい。高齢者と高齢者を介護してい
る人も対象となることがあるので、対応が非
常に難しい。研修会も実施している。町の保
健師と連携を深めたい。ソーシャルワーカー
としての相談員が必要。人材確保が重要。

　　総合事業では、支援を必要とする人の家族は

問

問

不安である。社協と地域の体制が対応すると
している。地域のサロンは社協との連携が必
要。その対応は。

社協　サロンは当初必要な所にあったが、現在は
予防事業として運営している。サロンのお世
話が特定の人の負担になることが多い。認知
症の予防策になっているので区の助けが必
要。自主運営できていないサロンには指導す
る。

　　地域包括ケアシステムの確立に向けての課題
は。

社協　担い手が不足している。介護にならないた
めの事業を進める。１次予防は健康な高齢者
が対象。２次予防は虚弱な高齢者が対象。と
りかかる区が少ないので、介護予防事業が拡
大しない。拠点を広げていきたい。

　　地域包括ケアシステムの構築に向けて、多職
種合同研修会開催していると資料にあるが、
現状の課題は。

社協　本町には福井大学病院があるため、高齢者
の在宅ケアを大学病院に依存している人が多
い。
本質的に大学病院は高齢者の在宅ケアとは機
能が異なる。本町の在宅ケアを行うという点
で医療機関が不足している。訪問看護も２４
時間体制の事業所は１事業所のみである。
サービスが整っていない。本町は病院も訪問
看護も遅れている。

※今回の教育民生常任委員会担当の議会と語ろう会
　は、福祉に関する疑問を議会が社協に投げかけて
　回答をいただきました。

問

問

※紙面の都合上、掲載できなかった質疑内容・
　回答はホームページほか、役場本庁・永平寺
　支所・上志比支所でご覧いただく予定です。
　今しばらくお待ちください。
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町議会クイズ町議会クイズ答えてみよう!

　　これまで行政でやってくれた訓練を、地域自
主防災連絡協議会で実施したが町職員の参加
がなかった。自主防災組織に押し付けるので
はなく、行政職員も町民と一体となって参加
してほしい。

議会　今行政は、組織での自主的な災害対応を求
め実施しています。いざ実災害ともなると、
行政は多種多様な災害対応に追われ地域の対
応は困難を極める。この訓練の趣旨を理解し
ていただきたい。

　　災害時町職員は、ライフライン復旧等にかか
りきりになるのでやむを得ないと思うが、ラ
イフライン回復後の次の住民としての災害対
応に対する、動向をターゲットにしての訓練
内容にしたらどうか。当地区は最後の方に結
成され、先に設立した訓練内容を知りたい。
また、中学生の防災士取得も進めてほしい。

議会　災害対応は、大規模になればなるほど行政
も地域住民も時間が長引けばパニックになり
がち、対応に段階があると思うことから、そ
のような訓練を取り入れるのも大変重要と思
う。
　今回の会合で、連絡協議会のリーダーの顔
も確認して頂けた。これを機に他組織とのコ
ミュニケーションの場を広げ、訓練に取り組
んでいただきたい。

問

問

　また、防災士ですが、避難所の対応として
中学生の協力も必要です。さらに、避難所で
は女性ならではの対応が求められ、町として
も協議会としても大変重要と思います。

　　今回初めて訓練をしたが、何をするにも費用
が掛かる。組織には予算がないので役員が立
て替えている。町からの助成金４万円を、年
度初めに出せないのか。
各区長をリーダーとして、地域福祉委員会を
組織している。各自治区から費用が出てい
る、そのような対応がなされていない地域も
あるので把握し理解してほしい。

議会　行政にもいろいろな事情があるが、議会と
しても見直していただけるよう対応したい。

　　連絡協議会が活用する資機材（テント・発電
機・投光器他）を町が負担してほしい。

議会　議会としても、最低限必要な資機材支給の
対応をしていただけるよう求める。

　　避難準備情報の意味とか広報とかしてもほと
んど住民は見ない。住民が理解できるように
することから、考えていく必要がある。

議会　当然のこと。住民に周知するいろんな手法
があると思う。ぜひ協議会からも意見を出し､
みなさんからも行政に提案してください。

　　ここで出た意見を議員はきちんと行政に伝え
てもらわねば、いくら言っても同じ。次回は
きちんとした今回の意見の回答を求める。

※総務常任委員会として、みなさまからいただいた
　貴重なご意見･課題を行政に伝えます。

問

問

問

問

自主防災の充実を目指して自主防災の充実を目指して自主防災の充実を目指して

Q1Q1 上志比地区地区に開発計画されている住宅造成地の区画数は。 ヒントは…P6

Q２Q２ 町内の75歳以上の高齢者の運転免許証の所有者数は。 ヒントは…P11

Q３Q３ 議会発議で策定された、食文化に関する条例の通称名は。 ヒントは…P12～13

Q４Q４ 国体ボランティアの一般募集はいつからか。 ヒントは…P14～15

Q５Q５ 耐震診断・補強プラン作成費用はセットで10万円。さて、補助割合は。耐震診断・補強プラン作成費用はセットで10万円。さて、補助割合は。 ヒントは…P15

行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
2017年２月３日（金）～２月７日（火）地デジ121ch地デジ121ch

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

00
34
00

01
00

01
00

53
00

42
00

50
00

56

２月３日（金）
11月４日　臨時議会
文字告知放送
11月25日　開会

文字告知放送
12月5日　一般質問①
川治孝行議員
長岡千惠子議員

文字告知放送
12月5日　一般質問②
長谷川治人議員　上坂久則議員
小畑傳議員
文字告知放送
12月5日　一般質問③
中村勘太郎議員
多田憲治議員
文字告知放送
12月6日　一般質問①
酒井要議員　朝井征一郎議員
金元直栄議員
文字告知放送
12月6日　一般質問②
金元直栄議員　上田誠議員
江守勲議員
文字告知放送

00

03
00

38
00

59
00
35
00
29
00
34
00

01
00

01

２月４日（土）
12月6日　一般質問③
川崎直文議員
奥野正司議員

文字告知放送
12月7日　一般質問
滝波登喜男議員
樂間薫議員
文字告知放送
12月8日
予算決算常任委員会

文字告知放送
12月14日　本会議
文字告知放送
12月20日　臨時議会
文字告知放送
11月４日　臨時議会
文字告知放送
11月25日　開会

文字告知放送
12月5日　一般質問①
川治孝行議員
長岡千惠子議員

文字告知放送

00

53
00

42
00

50
00

56
00

03
00

38

２月５日（日）
12月5日　一般質問②
長谷川治人議員　上坂久則議員
小畑傳議員
文字告知放送
12月5日　一般質問③
中村勘太郎議員
多田憲治議員
文字告知放送
12月6日　一般質問①
酒井要議員　朝井征一郎議員
金元直栄議員
文字告知放送
12月6日　一般質問②
金元直栄議員　上田誠議員
江守勲議員
文字告知放送
12月6日　一般質問③
川崎直文議員
奥野正司議員

文字告知放送
12月7日　一般質問
滝波登喜男議員
樂間薫議員
文字告知放送

00

59
00
35
00
29
00
34
00

01
00

01
00

53
00

42

２月６日（月）
12月8日
予算決算常任委員会

文字告知放送
12月14日　本会議
文字告知放送
12月20日　臨時議会
文字告知放送
11月４日　臨時議会
文字告知放送
11月25日　開会

文字告知放送
12月5日　一般質問①
川治孝行議員
長岡千惠子議員

文字告知放送
12月5日　一般質問②
長谷川治人議員　上坂久則議員
小畑傳議員
文字告知放送
12月5日　一般質問③
中村勘太郎議員
多田憲治議員
文字告知放送

00

50
00

56
00

03
00

38
00

59
00
35
00
29

２月７日（火）
12月6日　一般質問①
酒井要議員　朝井征一郎議員
金元直栄議員
文字告知放送
12月6日　一般質問②
金元直栄議員　上田誠議員
江守勲議員
文字告知放送
12月6日　一般質問③
川崎直文議員
奥野正司議員

文字告知放送
12月7日　一般質問
滝波登喜男議員
樂間薫議員
文字告知放送
12月8日
予算決算常任委員会

文字告知放送
12月14日　本会議
文字告知放送
12月20日　臨時議会
文字告知放送

時

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

時

副委員長　奥野　正司議会行財政改革特別委員会報告議会行財政改革特別委員会報告

議員定数14人体制後の委員会を考える
…その後の委員会討議状況

議員定数14人体制後の委員会を考える
…その後の委員会討議状況

議員定数14人体制後の委員会を考える
…その後の委員会討議状況

７月26日 ２常任委員会案を説明討議。半年かけて討議し結論を出すこととする。
９月23日 ２委員会、３委員会、本会議中心主義の３グループを結成し検討。
10月20日 ２委員会、３委員会、本会議中心主義の３グループリーダーが各案の
 問題点等を報告。
 視察先を竜王町（２常任委員会）、勝浦町（本会議主義・読会制・通年
 会期制）に絞り、視察時の質問事項を各自準備する。
11月11日 委員会中心主義、本会議中心主義について、県町村議会議長会より講師
 を招き議員研修会開催。
11月16～17日 滋賀県竜王町、徳島県勝浦町を議会視察。
12月20日 視察レポートを各委員が提出し、委員長が取りまとめ報告。

１月以降、本町議会改革への適合性を討議し、３月に向けて一定の方向性を出したい。

〈回答はP23下段にあります〉



2223

議会・各委員会の議員出欠状況議会・各委員会の議員出欠状況
○…出席　×…欠席　△…遅刻・早退　－…員外　傍…傍聴　弔…弔事　研…研修

町議会
クイズ
の答え

①　９区画 ②　1007人　　　③　いただきます　カンパイ条例

④　2017年２月 ⑤　９割
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議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員

　
委 

員 

長

　
小

　
畑

　
　
　
傅

　
副
委
員
長

　
江

　
守

　
　
　
勲

　
委

　
員

　
　
朝
井
征
一
郞
・
樂
間

　
　
薫

　
　
川
崎

　
直
文
・
奥
野

　
正
司

　
　
長
岡
千
惠
子

発
行
責
任
者

　
議

　
長

　
　
齋

　
藤

　
則

　
男

　全
国
で
進
む
人
口
減
少
、
本
町
で

も
合
併
時
の
２
万
１
千
人
か
ら
毎
年

減
少
が
続
き
ま
す（
国
立
社
人
研
推

計
：
２
０
４
０
年
１
７
３
２
５
人
）。

　町
は
現
状
1.4
の
合
計
特
殊
出
生
率

の
引
上
げ
や
、
現
在
転
出
が
多
い
若

年
世
代
の
転
出
減
・
転
入
増
を
主
な

手
段
と
し
て
２
０
６
０
年
に
１
９
０

０
０
人
程
度
の
人
口
維
持
と
同
年
の

国
推
計
高
齢
化
率
40
％
を
30
％
に
抑

え
る
目
標
＝
永
平
寺
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
こ
の
実
現
に
向
け
、

育
て
る
・
働
く
・
集
ま
る
・
暮
す
＝

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
進
め
て
い
ま
す
。

　12
月
住
基
台
帳
で
は
初
め
て
世
帯

数
も
前
年
同
月
比
減
と
な
り
厳
し
い

状
況
が
続
き
ま
す
。
持
続
可
能
な
活

力
あ
る
永
平
寺
町
実
現
に
向
け
何
が

必
要
か
、
議
員
も
切
磋
琢
磨
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ま
も
ご
意
見
、
声
を

議
会
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
奥
野

　記
）

　平成30年に福井しあわせ元気国体が開催さ
れますが、わが永平寺町では松岡総合運動公
園you meパークで成年女子のソフトボール
競技が行われます。
　ソフトボールを愛好し活動している私たち
にとって、生まれ育ったこの永平寺町で国体
が開催されることは夢のようで大変嬉しく楽
しみにしております。
　私たちは県内で唯一の革ボール（硬球）を
使用する「福井フェニックス」というクラブ
チームに所属しています。昨年は例年より練
習日を増やし、平日は週３回、週末は練習試
合等を行い、冬場は日本リーグトップのトヨ
タ自動車やデンソーでの合同練習を取り入れ
強化を図ってきました。
　選手個々の置かれた環境も違う中で、平日
は仕事終了後19時～22時までの短時間を一
人一人が自覚と課題を持って取り組み、週末
は県外の実業団や大学などの強豪チームと試
合を行い実践経験を積んでレベルアップに努
めました。
　その結果、昨年７月に行われた全日本クラ

ブ選手権大
会ではベス
ト16、８月
の中日本大
会では見事
初優勝を飾
ることがで
きました。

　練習はもちろんのことですが、仲間を想い
仲間を信じ、そして勝利への執念を一人一人
が持ちチーム一丸となって戦い抜いた結果が
勝利につながったと思います。
　一方では練習のためのグラウンド確保は大
変苦労が多く悩みの種ですが、永平寺町をは
じめ他市町のご協力をいただいて活動ができ
ましたこと深く感謝します。
　国体に出場する選抜チームは、この「福井
フェニックス」が主体となり県外の実業団や
大学で活躍しているふるさと選手を含め結成
されます。昨年のいわて国体では日頃の練習
の成果を充分に発揮し、３位入賞を果たすこ
とができました。これを弾みに来年の福井国
体では、私たち地元選手が一人でも多く選抜
チームの一員として、元気にプレーし活躍す
る姿を地域のみなさまにお見せできるよう、
意識を高く持ち今後も全力で頑張りたいと思
います。　　　　　（藤尾かおり監督　記）

福井国体応援福井国体応援

福井国体出場をめざして福井国体出場をめざして福井国体出場をめざして

【発行】永平寺町議会　　【編集】議会広報特別委員会


